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取り組んでいる研究

ホタルイカの身投げ量を予測
ホタルイカが取れる条件として様々な条件が挙げられている.

シーズン：3～5 月（例年）
風向き：南風
気温：日中暖かい日
月齢：月明りのない「新月」
水色：潮にニゴりがない状況
潮回り：大潮前後

過去の口コミから、その日にどれだけのホタルイカが身投げされたかのデータを取得
し、その身投げ量と、その日の天気、気温、月齢、風などからどのような条件で身投
げが起きやすいかを分析する. その情報から、どの日が身投げ量が多いかの予報が
載っているサイトを作成する.
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取り組んでいる研究（続き）

背景
富山県のホタルイカの身投げは、産卵行動や環境要因と密接に関連する現象であり、
その量の分析と予測は、生態学的理解の深化や気候変動の指標、さらに地域観光や漁
業資源管理における重要な意義を持っている.

目的
1 過去のホタルイカ身投げデータ（量、天気、気温、月齢、風など）を収集
2 身投げが起きやすい条件の分析
3 身投げ量の予報を提供するウェブサイトの作成
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研究の進め方の予定

データの取得方法
過去の身投げ量データの取得: ホタルイカ掲示板というサイトにどれだけ身投げが
あったかの口コミがあり、その口コミをスクレイピングで取得し、身投げ量、日付、
場所を csv にまとめる。
過去の天気、風、気温などのデータの取得: 気象庁の公式サイトに、場所を指定した
ら、過去の天気などが詳しく載っている。そこからスクレイピングでデータを取得
する。

天気予報データの取得: 気象庁から提供されている天気予報 API（完全無料で使える
API）を使用してデータを取得する（予定）。
月齢データの取得: 月齢は、西暦と日付から計算できるので、自分で APIを作る予定。



1. 取り組んでいる
研究

2. 研究の予定

3. 進捗状況

5/12

研究の進め方の予定（続き）

分析方法（検討中）
回帰分析

取れ高と環境要因（気温、月齢など）の関係を回帰分析で調べる。
単回帰分析や重回帰分析を使用し、予測モデルを構築。
回帰係数を基に取れ高を予測する。

機械学習
過去のデータを用いて機械学習モデルを構築。
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進めたところ

過去の身投げ量データの取得
1 ホタルイカ掲示板というサイトの口コミからスクレイピングで口コミ内容を
取得

2 その口コミ内容から、ホタルイカの身投げ量を 5 段階に分類

ホタルイカ掲示板というサイトの口コミからスクレイピングした. 　コメント数は全
部で 14000 件ほどある. 2015 年から 2025 年までのコメントで、約 900 日分.
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進めたところ（続き）

最初は、口コミ内容を Sentence BERT を使用し分類したが、精度が悪かった.

長い文章や、ホタルイカ以外がことを書いてある場合に精度が悪くなった.
その後、Sentence BERT を使用したファインチューニングを行い精度を上げようと
しても、精度が上がらなかった. 調べてみると、ファインチューニングには 1 ラベル
につき 1000 件以上の学習データが必要らしい. 今回は 5 段階のラベルがあるため、
学習用のデータは 5000 件以上のデータが必要になる.
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進めたところ（続き）

AI（googleの geminiAI）の APIを使用し分類を行なってもらったら精度がかなり上
がったので、これを使用することにした.

このようなプロンプトを投げた.
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進めたところ（続き）

約 14000コメントを分類し、日付とコメント内容と分類結果を json形式で保存した.

分類結果として、
不明: 6820 件
なし: 3654 件
少ない: 2180 件
普通: 555 件
多い: 1001 件
非常に多い: 470 件

という結果が返ってきた. 研究で使用するデータは、不明以外のの計 7860 データを
使用する.
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進めたところ（続き）

分類したデータと月齢データを結合し、月齢との関係のみを簡単に分析してみた
口コミを分類したデータの json に、自作した月齢 API を使用し、月齢データを結合
した.
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進めたところ（続き）

なし:0, 少ない:1, 普通:2, 多い:3, 非常に多い:4 とそれぞれの口コミの分類結果を数
値化し、月齢ごとの口コミの分類結果の平均を計算した. その結果をグラフにした.

満月は月齢 14.8、新月は月齢 0.0 である.
月齢が満月付近では口コミの分類結果が低くなる傾向があることがわかった. 逆に月
齢が新月付近の時に、口コミの分類結果が高くなる傾向があることがわかった.
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進めたところ（続き）

天気、風、気温、降水量などのデータの取得
調べていると気象庁の公式サイトに、過去の天気、風、気温、降水量などのデータが
あり、指定した場所、期間を指定すると、過去の天気などを CSV 形式でダウンロー
ドできることがわかった.

今後はそのデータを json に変更して使用し、口コミの分類結果と結合し、分析など
を行う予定.
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